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農業委員会だより農業委員会だより

　

一
迫
清
水
の
目

　
　

  

白し
ろ
と
り鳥　

拓た
く

也や

さ
ん
御
一
家

　

妻
の
慶け
い

さ
ん
、
長
男
の
桔き
っ
ぺ
い平
く
ん
、

次
男
の
桐と
う

吾ご

く
ん
、
三
男
の
柊し
ゅ
う
じ司
く
ん
、

父
の
幸
彦
さ
ん
、
母
の
光
子
さ
ん
、
祖

母
の
和
子
さ
ん
と
４
世
代
の
８
人
家
族

で
す
。

　

庄
屋
の
屋
号
を
持
つ
農
家
の
後
継
者

と
し
て
平
成
15
年
に
就
農
し
、
水
稲
500

ア
ー
ル
（
う
ち
採
種
が
300
ア
ー
ル
）
と

施
設
菊
が
30
ア
ー
ル
の
複
合
経
営
農
家

で
す
。
就
農
の
き
っ
か
け
を
伺
う
と
「
親

の
背
中
を
見
て
育
っ
た
20
年
間
の
結
果

か
な･･･

」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
対
す
る
思
い
は
、「
健
康
で

の
び
の
び
と
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
」
子

ど
も
た
ち
に
将
来
の
夢
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
長
男
は
漫
画
家
、
次
男
は
お
笑
い

芸
人
。
４
世
代
家
族
の
笑
顔
が
と
て
も

素
敵
で
し
た
。（
取
材  

三
浦　

栄
委
員
）

『次世代の子どもたちが健やかに成長するように』
自然にふれあう仕事を選択した若き地域の後継者タックン（拓也さん）



　

令
和
３
年
２
月
２
日
、
金
成
庁
舎

に
お
い
て
「
農
業
者
と
の
意
見
交
換

会
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
各

地
区
か
ら
参
加
さ
れ
た
若
手
農
業
者

17
名
の
方
々
と
農
業
を
取
り
巻
く

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
①
農
地
の

利
用
集
積
に
つ
い
て　

②
遊
休
農
地

対
策
に
つ
い
て　

③
農
業
法
人
化
に

向
け
て　

④
増
え
続
け
る
鳥
獣
被
害

対
策
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

農
業
者
の
方
か
ら
は
、
若
者
が
農
業

の
世
界
に
入
ろ
う
と
す
る
際
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
斡
旋
の

ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
に
よ

る
選
択
技
が
身
近
で
あ
る
こ
と
、
こ

れ
か
ら
の
農
業
に
は
企
業
感
覚
が
必

須
で
あ
る
こ
と
等
も
発
言
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
の
問
題
に
真
正
面
か

ら
向
き
合
い
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

地
域
に
お
け
る
農
業
の
将
来
の
在

り
方
な
ど
を
明
確
に
し
て
、
担
い
手

が
面
白
い
と
感
じ
る
農
業
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
農
業
・
農
村

が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
と
い
う

姿
は
、
ま
さ
に
「
人･

農
地
プ
ラ
ン

の
実
質
化
」
で
す
。
今
こ
そ
、
地
域

の
方
々
と
担
い
手
が
、
将
来
の
地
域

農
業
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込み・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（42）1239
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農
業
者
と
の
意
見
交
換
会

　
　
　

２
月
２
日
（
火
）
／
栗
原
市
金
成
庁
舎

　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
連
携
及
び
調
整
、
そ
の
他

農
業
委
員
会
活
動
の
充
実
を
図
る
た

め
、
連
携
会
議
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。

　

３
月
11
日
の
連
携
会
議
で
は
、
令

和
３
年
度
の
事
業
計
画
や
農
作
業
標

準
賃
金
、
農
地
利
用
意
向
調
査
、
農

業
者
年
金
加
入
推
進
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
は
、「
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
の

ほ
か
、「
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
促

進
」、「
情
報
提
供
活
動
」
と
し
て
は
、

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
行
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
全
国
農
業
新
聞

の
普
及
拡
大
、「
地
域
農
業
者
・
農

業
団
体
と
の
連
携
強
化
」
な
ど
を
柱

と
し
、「
行
動
す
る
農
業
委
員
会
」

と
し
て
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
一

層
密
に
し
、
栗
原
市
の
農
業
の
振
興
、

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
農
業
委
員
会
の
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
農
業
者
の

身
近
な
相
談
役
と
し
て
、
現
場
活
動

等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
３
年
第
１
回
栗
原
市
農
業
委
員
会
連
携
会
議

　
　
　
　

事
業
計
画
や
農
作
業
標
準
賃
金
を
協
議

　
　
　

３
月
11
日
（
木
）
／
栗
原
市
金
成
や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー

農
業
委
員

　
岩
　
渕
　
　
弘
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、栗原市農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（42）1239

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し

て
新
任
者
研
修
に
参
加
し
、
ほ
場
条

件
や
地
域
等
の
課
題
は
、
多
少
の
違

い
は
あ
れ
ど
県
内
ど
こ
の
地
域
も
同

じ
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
ま
す
ま
す
遊
休
農

地
の
増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
情
報

提
供
活
動
の
中
で
、
農
業
者
が
必
要

と
す
る
正
確
な
情
報
を
届
け
る
こ
と

と
、
地
域
と
農
業
者
の
関
係
性
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
、
推
進
委
員
と

し
て
重
要
な
役
割
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
に
も
、「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
実
質
化
」
に
向
け
て
、
農
家

の
意
向
確
認
や
地
域
の
話
し
合
い
等
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
佐
々
木
貞
一
郎

市
町
村
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
新
任
者
研
修
会

　
　
　
　
　

 

12
月
16
日（
水
）／
名
取
市
文
化
会
館

ストップ！ 農地の違反転用
　令和２年度に実施した農地利用状況調査（農地パトロール）において、１９件の違反転用を確
認しました。
　農地を農地以外（宅地や雑種地等）に転用する場合は、都道府県知事の許可を受けなければな
りません。許可を受けずに農地の転用を行った場合は、農地法に違反することになり、国又は都
道府県知事から、工事の中止、農地への原状回復等の命令がされることがあります。
　違反転用や原状回復命令違反については、個人にあっては３年以下の懲役又は３００万円以下
の罰金、法人にあっては１億円以下の罰金という罰則の適用もあります。（農地法第 64 条、67 条）

　

１
月
15
日
お
よ
び
２
月
５
日
の
２

日
間
、
女
性
農
業
者
の
た
め
の
農
家

相
談
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
に
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
改
選
が
行
わ

れ
、
新
体
制
の
女
性
委
員
会
と
し
て

何
が
で
き
る
の
か
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
が
、
農
業
経
営
者
の
大
半
は
男

性
が
占
め
て
い
る
た
め
、
女
性
農
業

者
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
は
少
な

い
の
で
は
と
の
観
点
か
ら
、
今
回
の

相
談
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

相
談
会
で
は
、
後
継
者
問
題
、
農

地
の
賃
貸
借
・
売
買
な
ど
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
以
前
相
談
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
う

し
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
た
」
と
い
う

声
も
聞
か
れ
、
女
性
農
業
者
が
相
談

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
必
要
性
が

感
じ
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
女
性
同
士
な
の
で

相
談
し
や
す
か
っ

た
」
と
好
評
で
し
た
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て

は
解
決
に
至
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
話
を
聞
く
こ

と
が
大
事
で
す
。
今

後
も
女
性
委
員
と
し

て
何
が
で
き
る
の
か

模
索
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

農
業
委
員

　
熊  

谷  

ゆ  

り

女
性
農
業
者
の
た
め
の
農
家
相
談
会

　
　
　
　
　

 

１
月
15
日
（
金
）・
２
月
５
日
（
金
）
／
栗
原
市
金
成
庁
舎

ストップ！ 農地の違反転用
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作　業　名 作 業 種 別 作業単位 ほ　場
区画等

標 準 賃 金
( 消費税込み )

作 業 内 容 等

堆肥運搬散布 マニアスプレッター １０ａ ─ 4,200 円 積込含む ( １ｔ散布の場合 )

機械肥料散布 ブロードキャスター １０ａ ─ 1,300 円

肥料・薬剤散布
背 負 式 動 噴 １０ａ ─ 860 円 ホース散布・追肥散布

ド ロ ー ン １０ａ ─ 1,300 円 ※未整理地は増額の場合あり

薬 剤 散 布 セ ッ ト 動 噴 １０ａ ─ 1,200 円 補助員 1 名含む

耕 起 ト ラ ク タ ー １０ａ

50a 未満 6,100 円
※排ガス規制対応は増額の場合あり

50a 以上 5,800 円
─ 9,900 円 春・秋セット耕起料金

※排ガス規制対応は増額の場合あり

代 か き ト ラ ク タ ー １０ａ
50a 未満 6,700 円

田植が出来る状態まで
50a 以上 6,100 円

田 植 え

機 械 植 １０ａ
50a 未満 6,200 円

植付のみ（苗含まず）
50a 以上 5,900 円

側 条 施 肥
機 械 植 １０ａ

50a 未満 7,700 円
植付のみ（苗・肥料含まず）

50a 以上 6,900 円
直　播（湛水） 10a

種籾なし ─ 5,800 円 代かき済ほ場であること
種籾、鉄コーティング含まず

苗 代 　 　 １箱 ─ 740 円 苗運搬含まず

稲 刈 り コ ン バ イ ン
（ 刈 放 し ） １０ａ

10a 区画 17,400 円
籾運搬含まず
※排ガス規制対応は増額の場合あり

30a 区画 16,300 円
50a 区画

以上 15,400 円

乾 燥 調 製
乾 燥 ６０㎏ ─ 940 円 生籾

調 製 ６０㎏ ─ 630 円 籾摺り

色 彩 選 別 ６０㎏ ─ 690 円
畦 畔 塗 り 専 用 機 械 １ ｍ ─ 40 円 片側の盛土

溝 切 り 専 用 機 械 １ ｍ ─ 5 円

草 刈 り
ディスクモア １０ａ ─ 3,000 円 刈放し

フレールモア １０ａ ─ 4,000 円 細断

わら・牧草収集 ジャイロレーキ １０ａ ─ 1,700 円

わ ら・ 牧 草
梱 包

ロールベーラー １０ａ ─ 5,000 円 積みあげ・運搬は含まない
１個単価 1,000 円（１ｍ×１ｍ）

ヘ イ ベ ー ラ ー １０ａ ─ 5,000 円 積みあげ・運搬は含まない
１個単価210円 （10ａ当り25個）

ラ ッ ピ ン グ ベールラッパー １個 ─ 1,000 円 １ｍ×１ｍ

畦 畔 草 刈
草 刈 機 １時間 ─ 1,600 円
自走畦畔草刈機 １時間 ─ 2,700 円

賃 金
普 通 作 業 １日 ─ 8,500 円

実働 8 時間
オペレーター作業 １日 ─ 12,800 円

問い合わせ　栗原市農業委員会事務局
　　　　　　☎ （42）１２３９

令和３年  栗原市農作業標準賃金表

栗 原 市 農 業 委 員 会

　令和３年（4月〜12月）の農作業標準料金並びに労働賃金の標準額について、関係者及び関係団体と協
議し、下記のとおり設定しました。農作業の受委託をされる際の、お互いの目安としてご利用ください。

※ 賃金の普通作業、オペレーター作業は消費税の対象にはなりません。
※ この表は、目安となる「標準的な額」を定めたものです。実際の作業料金を決める場合は、地域の実情やほ場の条
　 件等（未整理地、湿田、山間地、作業内容等）に合わせて、委託者と受託者で話し合い決めてください。
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「担い手集積支援事業」の概要について「担い手集積支援事業」の概要について
～農地中間管理事業に係る手数料収益で担い手等を支援 !～～農地中間管理事業に係る手数料収益で担い手等を支援 !～

①地域タイプ

②集積タイプ

１）会場借上費
２）資料印刷費
３）お茶代
４）その他費用

10,000円以内 /会議

10万円以内／１経営体

公社単独事業

農地中間管理事業の活用

担い手集積支援助成金は、  ①地域タイプ　②集積タイプ　③集約化タイプの
３つのタイプがあります。

③集約化タイプ
200円／a

申請について 申請書は栗原市農林振興部農林畜産課に提出してください。
電話 0 2 2 8 - 2 2 - 1 1 3 6

このパンフレットに
関するお問い合わせは

宮城県農地中間管理機構　　　　　電話 022-275-9192
公益社団法人みやぎ農業振興公社　FAX 022-275-9195

※注意：交付金額は予算の範囲内とします。

まずは、
話し合いから
スタート!

話し合いを
繰り返す
ことで!

地域ぐるみでの話し合い

地域代表者等
少人数の場合
も対象

※1月1日から12月31日までに機構から
　転貸された農地。  ５ha以上が対象

出し手 機構 担い手
市町村・JA等の協力

集約化の実現 担い手の育成
担い手同士の農地交換（分散解消）

※１経営体当たり10万円以内

地域ぐるみでの農地の集積・集約化に係る会議費用を支援

機構から転貸された農地について
担い手へ

機構から転貸された農地について
他の機構転貸農地と農地交換する
ことで集約化につながった場合
担い手へ

規模拡大
!

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、栗原市農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（42）1239



くりはらし農業委員会だより 6

農業委員会審議状況
農地法第３条

農地の
賃貸借・売買等

農地法第４条
自己所有地を
転用する場合

農地法第５条
権利を設定・移動
して転用する場合

農用地利用集積計画
認定農業者等への

賃貸借・売買等

非農地証明
使用されている土
地について農地で
ないことの証明

空き家に付属
する農地の
指定申請

12月 45件（268,429.00㎡）2件（3,279.00㎡） 9件  （9,287.42㎡） 66件  （554,071.10㎡）10件（19,974.00㎡）0件   （0.00㎡）

１月 24件（174,093.00㎡）0件     （0.00㎡）10件（12,793,00㎡）136件（1,134,963.48㎡） 1件    （461.00㎡）1件（521.00㎡）

２月 39件（388,164.37㎡）2件（2,333.00㎡） 4件  （3,114.26㎡）225件（2,198,205.35㎡） 4件  （2,599.00㎡）0件   （0.00㎡）

令和3年度 農業委員会総会開催予定（上期）
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

申　請
期　日 １２日（月）１０日（月）１０日（木）１２日（月）１０日（火）１０日（金）

総　会
開催日 ２７日（火）２７日（木）２８日（月）２８日（水）２７日（金）２８日（火）

農業委員会事務局　４２- １２３９
築 館 総 合 支 所　２２- １１１４
若 柳 総 合 支 所　３２- ２１２４
栗 駒 総 合 支 所　４５- ２１１４
高清水総合支 所　５８- ２１１３
一 迫 総 合 支 所　５２- ２１１４
瀬 峰 総 合 支 所　３８- ２１１４
鶯 沢 総 合 支 所　５５- ２１１４
金 成 総 合 支 所　４２- １１１４
志波姫総合支 所　２５- ３１１４
花 山 総 合 支 所　５６- ２１１４

【相談予約・お問合せ先】
 事前予約お願い！
　　　（申請・届出・相談など）
　農閑期などは、申請や届出・相談（農地転用・権利
移動、非農地証明など）のお客様で窓口が混み合い、
長時間お待ちいただくことがあります。
　大変お手数ですが、農業委員会事務局または各総合
支所市民サービス課産業建設係に事前予約のうえ、

ご来庁いただきますようご協力をお願いいたします。

※諸事情により、申請期日及び総会開催日が変更となる場合があります。

農
家
相
談
コ
ー
ナ
ー

Ｑ　　
農
地
台
帳
に
は
載
っ
て
い
る
も
の
の
、

　
　

ず
っ
と
前
か
ら
原
野
化
・
山
林
化
し
て

い
る
土
地
が
あ
り
ま
す
。
現
況
に
合
わ
せ
て

地
目
を
変
更
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

Ａ
　
　
　
　

農
地
を
農
地
以
外
に
使
用
（
転
用
）

　
　
　

す
る
場
合
は
、
都
道
府
県
知
事
等
の
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
は
出
来
ず
、
無

断
で
転
用
し
た
際
に
は
厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
土
地
が
何
ら
か
の
原

因
で
非
農
地
と
な
り
、
再
び
農
地
と
し
て
利
用

さ
れ
る
可
能
性
が
な
く
、
復
元
が
困
難
な
場
合

は
、
非
農
地
証
明
願
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

非
農
地
と
な
っ
た
実
情
及
び
実
態
が
真
に
や
む

を
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
農
業
委
員
会
が
判
断

し
た
時
に
限
り
、
非
農
地
証
明
書
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
法
務
局
で
地
目
変
更
登
記
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

非
農
地
証
明
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
現
地
の

状
況
が
分
か
る
写
真
を
準
備
し
、
事
前
予
約
の

上
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込み・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（42）1239
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今
回
は
栗
駒
稲
屋
敷
の
髙
橋
研
二
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

研
二
さ
ん
は
ご
家
族
と
共
に
水
稲
15
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
肥
育
牛
40
頭
、
繁
殖
牛
27
頭
を
経

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
き
っ
か
け
は
、

就
農
を
機
に
公
的
な
年
金
制
度
で
、
か
つ
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

や
、
保
険
料
の
額
を
１
，
０
０
０
円
単
位
で

自
由
に
選
べ
る
こ
と
が
魅
力
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

今
後
の
抱
負
を
伺
う
と
、
さ
ら
に
規
模
拡

大
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。
水
稲
、
肥
育

牛
、
繁
殖
牛
を
増
や
し
て
収
益
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　

 　
（
取
材　

菅
原
勝
宏
委
員
） 

栗
駒
稲
屋
敷　

　
髙
橋
　
研
二 

さ
ん

 
　
　
　
　
　
　   

（
46
）

農
業
者
年
金

  
加
入
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

農
業
者
年
金

  
加
入
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

現況届は、年金の受給資格などを確認するために
必要な毎年の手続きです。

現況届が届く時期は…

5月末ころに農業者年
金基金から年金受給者
あて送付されます。

現況届の提出時期は…

原則として受給者本人
が記入して、6月末ま
でに農業委員会事務局
または各総合支所市民
サービス課産業建設係
へ提出して下さい。

提出を忘れると…

11月の支払いから現
況届が提出されるまで
の間、年金の支払いが
差し止められますので
御注意ください。

経営移譲年金や特例付加年金を受給されている場合は、次の事項に注意してください。

・経営移譲年金や特例付加年金を受給されている方が農業経営を再開した場合は、
年金が支給停止となります。（年金受給者の名義で農業申告をした場合、農業法人
の構成員になった場合、農業共済に加入した場合など）
・経営を移譲、継承した際に貸し付けた農地について返還を受けたり、売却、転用、
転貸した場合については、年金が減額や支給停止となる可能性があります。

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、栗原市農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（42）1239



　2020 年 2月にオープンした『Ｓｏｌｅａ』は、ジェラートや様々なスイー
ツが並ぶ、おしゃれで素敵なお店です。
　「パティシエの labo（研究所）」をコンセプトに始めたお店は、遊び心に
あふれています。特に手作りのジェラートは、夏にはさっぱりとした柑橘系、
冬には種類豊富なチョコレートフレーバーを展開するなど、イベントや季
節によって変化が楽しめます。
　また、新型コロナウイルス対策としてビタミンが注目された時には、マ
ルチビタミンジェラートを考案したり、まさに研究所のようです。定番の
いちご、抹茶、チョコレート、キャラメルサレ等のほか、地元パプリカを使っ
た甘さ控えめのシャーベットもお薦めです。なお、このパプリカシャーベッ
トは、ショーケースに並んでいない場合でもオーダーが可能です。気になっ
た方はぜひ声をかけてみて下さい。　　　　　　　（取材　大沢純香委員）

おいしい
　お店 み～つけた!! 「 Ｓｏｌｅａ ソレア」

☎070-8383-1938
〒987-2203　栗原市築館下宮野中田138-1

「 Ｓｏｌｅａ ソレア」
☎070-8383-1938

〒987-2203　栗原市築館下宮野中田138-1

【営業時間】　11:30 ～（終業時間未定）
　　　　　　定休日　　不定休
　　　　　※電話でお問い合わせ下さい。

ソ　  レ  　ア

ラ　ボ

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

　

今
号
の
取
材
の
ご
協
力
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
３
回
の
発
行
を
目

標
に
、
頼
れ
て
よ
く
解
る
農
業

委
員
会
の
広
報
と
し
て
編
集
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

先
日
、
孫
と
一
緒
に
見
た
番

組
で
楽
し
い
「
し
り
と
り
歌
」

が
あ
り
ま
し
た
。

「
あ
し
た　

た
の
し
み　

み
ん
な

　

な
か
よ
し　

し
あ
わ
せ　

せ

か
い　

い
っ
ぱ
い　

い
い
こ
と

　

と
も
だ
ち　

ち
き
ゅ
う　

う

た
ご
え　

え
が
お
」　

今
年
は
花

の
下
に
集
ま
っ
て
、
盛
り
上
が

り
た
い
も
の
で
す
。

　

暖
か
い
日
差
し
と
と
も
に
、

物
事
の
節
目
と
し
て
の
春
が
力

強
く
始
動
し
ま
す
。

　
　
　
　

 　
（
髙
橋
榮
一
委
員
）

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記
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地
域
に
根
ざ
し
た
農
業
を
目
指
し
て

築
館
成
田　

三　

浦　
　

淳　

 

さ
ん

浩　

子 

さ
ん  

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
築

館
成
田
地
区
に
お
住
ま
い
の
三

浦
淳
さ
ん
、
浩
子
さ
ん
ご
夫
妻

で
す
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が

問
題
と
な
る
中
、
県
農
業
指
導

士
で
も
あ
る
父
、
孝
夫
さ
ん
の

元
で
農
業
経
営
の
実
態
を
勉
強

し
、
平
成
27
年
に
『
株
式
会
社

三
園
』
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

三
園
と
は
、
水
稲
・
果
樹
・

野
菜
の
複
合
経
営
に
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
か
ら
名
付
け
た
そ

う
で
す
。
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
な

ど
作
業

効
率
化

を
図
り

な
が
ら
、

ひ
と
め

ぼ
れ
な

ど
の
水

稲
作
付

24
ヘ
ク

タ
ー
ル
、

秋
の
刈

取
り
調

製
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
耕
作
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
と
協

賛
し
、
仙
台
ガ
ー
ル
ズ
プ
ロ
レ

ス
リ
ン
グ
と
の
農
作
業
体
験
な

ど
を
行
い
、
農
姫
米
と
し
て
販

売
す
る
な
ど
販
路
を
広
げ
て
い

ま
す
。
果
樹
園
で
は
桃
（
あ
か

つ
き
）
15
ア
ー
ル
、
ハ
ウ
ス
で

は
い
ち
ご
（
も
う
い
っ
こ
）
20

ア
ー
ル
、
そ
の
他
メ
ロ
ン
、
ほ

う
れ
ん
草
を
栽
培
し
、
道
の
駅

や
Ｊ
Ａ
、
直
売
所
な
ど
年
間
を

通
し
て
作
物
を
出
荷
・
販
売
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

特
に
い
ち
ご
は
、“
い
ち
ご
畑

Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ａ
”
と
呼
ば
れ
、
リ

ピ
ー
タ
ー
も
多
く
自
社
直
売
所

に
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
が

年
々
多
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

毎
年
、
農
閑
期
に
は
社
員
旅

行
を
計
画
す
る
な
ど
、
楽
し
く

農
業
を
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
規

模
拡
大
に
取
り
組
み
た
い
と
話

し
て
い
る
前
途
有
望
な
ご
夫
婦

で
す
。 

（
取
材 

佐
々
木
栄
夫
委
員
）


